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〇 委員総会 （書面開催）
２０２０年６月２３日（火）

【審議事項】
・ ２０１９年度 活動報告
・ ２０１９年度 収支決算及び会計監査
・役員の選任
・ ２０２０年度 活動方針・事業計画（案）
・ ２０２０年度 収支予算（案）

➨ それぞれ、事務局原案どおり承認されました。

【報告事項】
（なにわエコ会議） ・なにわエコウェーブ29号
（大阪市） ・「大阪エコバッグ運動」の推進について

2２０２０年度 なにわエコ会議

１．各種会議の開催



〇 第１回企画・運営委員会 （書面開催）
開催日 ２０２０年６月１日（月）
議 題 ・ ２０２０年度委員総会について

・ ２０１９年度第3回企画・運営委員会でのご意見について
報 告 ・エコウェーブ29号

〇 第２回企画・運営委員会 （書面開催）
開催日 ２０２０年１０月３０日（金）
議 題 ・ 2020年度の主たる活動状況について

・情報発信について
・ ２０２１年度事業計画概要(案）について

報 告 ・新型コロナウィルス感染拡大防止ガイドライン（なにわエコ会議）
・ 2020年度事務局委託について

〇 第３回企画・運営委員会 （オンライン開催）
開催日 2021年3月29日（月）
議 題 ・ 2020年度活動報告（案）について

・ 2021年度活動方針・事業計画（案）について
・ 2021年度暫定予算（案）及び事務局委託について

報 告 ・エコウェーブ31号

〇 事務局会議 （毎月開催：オンライン） 〇 部会 （毎月又は適宜開催）

3２０２０年度 なにわエコ会議



２．全体活動

・ 2020年度重点事項（事業計画）
・ 2020年度全体活動
・ 環境ふれあいひろば in 住之江
・ 第4回なにわエコ会議賞
・ 2020大阪南港野鳥園・清掃活動

4２０２０年度 なにわエコ会議



なにわエコ会議

２０２０年度重点事項（事業計画）

5

① 情報発信を強化し、会員団体・役員団体や環境活動団体との連携を行うとともに、
なにわエコ会議の魅力や知名度を高め、子どもや学生などの若い世代の参加を促
進し、会員数や活動参加者の増につなげていきます。

② 「なにわエコ会議賞」を活用し、さまざまな環境活動を積極的に実践している個人
や団体を応援していきます。

③ 区役所などのイベント主催団体との相互協力を強化し、環境出前講座をはじめと
する地域での環境教育・啓発活動を精力的に推進します。

④ 地球温暖化防止やプラスチックごみ削減に向け、市内で活動する事業者などと協
働した取組みを推進するとともに、大阪市環境経営推進協議会と連携を図ります。

⑤ エコバッグを常時携帯する「大阪エコバッグ運動」や「天神祭ごみゼロ実行委員会」
に参加し、レジ袋削減の取組みなど、地域ぐるみの資源循環型社会の形成をめざ
した活動に参画します。

⑥ 市内で生物多様性保全に向けて活動する団体と連携、協働を行い、環境や生き
物の多様性を守る行動へつなげていきます。

２０２０年度



２０２０年度年度全体活動

各種環境活動団体との連携、環境団体との交流・ネットワーク化

鶴見区民まつり（中止）、ガレージセール・イン・OSAKA TOWN（Web開催）、ECO縁日（Web開催）、愛光フェスティバル（中止）、
大阪南港野鳥園・清掃活動、環境ふれあいひろば in 住之江、エコライフセミナー、「大阪市レジ袋削減協定」に基づく
「マイバッグキャンペーン」（中止）、CO2削減・プラスチックごみ削減コンペ・セミナーなど

若い世代の参加の促進

大阪市子どもカーニバル（中止）、🈟図書館における水生生物標本展示及び講演会、夏休み自由研究「おおさか環境科」（中
止）、🈟咲洲こどもEXPO2020、「食べ残しNOゲーム」出前講座（小学校理科特別授業）など

環境情報誌の発行

○ 「なにわエコウェーブ」 ３０号（SDGｓ特集）・３１号（レジ袋削減特集）を各８千部発行

○ ホームページ：新規ページ作成(26p)・既存ページ更新(約70回)、 ○ ツイッター：発信(242回)、
○ メーリングリストによる情報発信(13回)、 〇 アクセス数：(約72,000ページ) (●約43,700訪問者）、 LINEスタンプの普及

ホームページによる情報発信

啓発ツールの活用

協 働

○ 平成２４年度から大阪市小中学校に導入された副読本「おおさか環境科」の教材編集委員会に参加・協力
○ 「食べ残しNOゲーム」：小学校（理科特別授業）出前講座の実施など
〇 啓発冊子の活用：「省エネ事例集」（企業向け）・「楽しくかしこくエコライフ」（家庭向け）

〇 なにわエコ会議賞表彰：２０２０年度 １６名１団体 （２０１９年度 ２５名、２０１８年度 ２９名、２０１７年度 １団体）
〇 環境団体等と協働した取組み件数：２０１９年度 ６２件 ➨ ２０２０年度 ４７件
○ 協働で取り組む延べ団体数：２０１９年度 １０８件 ➨ ２０２０年度 ９１件

なにわエコ会議 6２０２０年度



２０２０年度 なにわエコ会議 7

〇 環境ふれあいひろば in 住之江 （3/27 舞昆ホール：住之江区民センター） （参加者 延べ941名）

≪COOL CHOICE コーナー （環境省） 同時開催≫
（主催） なにわエコ会議 （エコライフ部会、環境教育・啓発部会、環境に配慮した企業部会、生物多様性部会の協働事業）
（協力） 大阪市環境局、住之江区まちづくりセンター、（社福）住之江区社会福祉協議会、住之江区栄養士協議会、

マルゼン薬局、（特非）Deep People、（特非）南港ウェットランドグループ、(株) コクミン
（内容） 〇 「2020年度なにわエコ会議賞」表彰式

〇食べ残しNOゲーム 〇 「かわだいすき（川の生物を見よう）のおはなし」
〇出展ブース
①プラスチックごみについて考えよう （エコライフ部会）
②ちょっとおしゃれな脱プラ生活しませんか？ （環境教育・啓発部会）
③エコすごろくを楽しもう （環境教育・啓発部会）
④副読本おおさか環境科 （環境教育・啓発部会）
⑤手回し発電機で電車を走らせよう！ （環境に配慮した企業部会）
⑥かわだいすき（川の生物を見よう） （生物多様性部会）
⑦木の実や枝で自然工作 （シニア自然大学校）
⑧冷熱ガス実験＆マイコンメーター紹介 （大阪ガス㈱）
⑨自然エネルギーを体験しよう！ （自然エネルギー市民の会）
⑩フードドライブコーナー （住之江区社会福祉協議会）
⑪管理栄養士考案のエコレシピ （住之江区栄養士協議会）
⑫住之江区の地域活動紹介 （住之江区まちづくりセンター）
⑬家庭から出るごみの分別クイズ （西南環境事業センター）
〇 COOL CHOICE コーナー：パネル、VRシアター、クイズ、メッセージボード、

カプセルトイ＆ノベルティ （環境省）
〇アンケート調査
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なにわエコ会議賞表彰式

エコすごろく
（環境教育・啓発部会）

ちょっとおしゃれな脱プラ生活
（環境教育・啓発部会）

プラスチックごみについて考えよう
（エコライフ部会）

受 付なにわエコ会議賞表彰式（西村副会長） なにわエコ会議賞表彰式
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自然エネルギーを体験しよう
（自然エネルギー市民の会）冷熱ガス実験（大阪ガス）木の実や枝で自然工作（シニア自然大学）

川だいすき（水生生物標本）
（生物多様性部会）

手回し発電機で電車を走らせよう！
（環境に配慮した企業部会）

副読本 おおさか環境科
（環境教育・啓発部会）
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かわだいすきのおはなし
（生物多様性部会）

食べ残しNOゲーム
（エコライフ部会、環境教育・啓発部会）

家庭から出るごみの分別クイズ
（西南環境事業センター）

住之江区の地域活動紹介
（住之江区まちづくりセンター）

管理栄養士考案のエコレシピ
（住之江区栄養士協議会）

フードドライブコーナー
（住之江区社会福祉協議会）
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COOL CHOICEクイズ

メッセージボードCOOL CHOICEクイズ カプセルトイ＆ノベルティ

VRシアター 気候変動グラフィックパネル COOL CHOICEパネル

環境省 COOL CHOICEコーナー
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👉 ・ 食品ロスについての気づきをもっていただけた。
・ 地味な展示だったが、マイクロプラスチックに皆さんの関心が高かった。
・脱プラ生活について、若い人の方が興味を持っていた。非プラがおしゃれという
流れになっているので、これからも展示して、普及に努めたい。

・ 子どもたちは、ゲーム（エコすごろく）中、楽しそうでした。
・ 広報不足か、来客が少ない。来た人は熱心であった。
・子どもたちがソーラーカーなど喜んでいただけたので良かった。他の出展者とも
交流ができた。

・エコを考える1日となりました。他団体の取組みを知ることができ、有意義な1日
でした。

・ コロナの影響や桜シーズン、お天気で来所者が少なかったが、環境問題を身近
に感じるとても良い内容のイベントであった。

・ クイズの難易度が高いため、解答に時間がかかった。
・見やすいパネルで視覚に伝わるので良かった。
・気候変動を防止するためのアクションが、具体的に記載されて
いたので、分かりやすい。

・ クイズは、子ども向けには少し難しい。
・ メッセージボードは、多くの方に書いていただいた。

小小さな子どもさんのいるご家族、お友達同士の小学生など多くの方が来場されまし子どもさんのいるご家
族、お友達同士の小学生など多くの方が来場されました小さな子どもさんのいるご家族、お友達同士の小学
生など多くの方が来場されました
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2020年度「環境ふれあいひろば in 住之江」アンケート調査結果

n = 39
(複数回答可)

人

74%

26%

４．SDGｓ（持続可能な開発目標）という言葉を

知っていますか？

①はい

②いいえ

n = 39

n = 39

n =39
(複数回答可)

0 5 10 15 20 25 30 35 40

地球温暖化

ごみ

ヒートアイランド

生物多様性

大気汚染

３．知っている環境問題はどれですか？
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n = 39

n = 39

n =39
(複数回答可)

n = 39
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第４回 なにわエコ会議賞
ー環境活動の実践に積極的に取り組んでおられる方などを表彰する制度ー
今年度は16名1団体の受賞者：「環境ふれあいひろば in 住之江」において、

表彰式（3/27）を行いました。

食べ残しNOゲームにおいてのマスターや環境ふれあ

いひろば・夏休み自由研究「おおさか環境科」において、
監修・準備・講演アシストとしてご活躍 （4名）
泉 厚子氏 味波三貴子氏 田中靖之氏、西村善卿氏

種植え、水やり、緑のカーテン、種の収穫、配布など、
地域や他府県へ広める「緑のカーテン」活動にご活躍

（1団体）
ガールスカウト大阪府連盟「緑のカーテンチーム」
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大阪市エコボランティアとして、自然体験園や地域の環
境啓発、生き物さがし、なにわ伝統野菜、などの講座を
通じ、環境学習・啓発活動にご活躍 （6名）
戸開浩子氏 渡辺喜代子氏 桑村和男氏 林 耕太氏
小川咲恵氏 大津和子氏

食べ残しNOゲームや環境ふれあいひろば、大阪市こ

どもカーニバルなど、なにわエコ会議活動に豊富な経
験・知識に基づき、積極的に参画、ご活躍 （6名）
上原美智子氏 竹林けい子氏 久本良子氏 小林 薫氏
猪尾英雄氏 花岡靖浩氏
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〇 ２０２０大阪南港野鳥園・清掃活動 （11/14） （なにわエコ会議参加者６名）
「貴重な渡り鳥の飛来地を守ろう」

（主催） 連合大阪大阪市地域協議会（なにわエコ会議委員団体）

👉 ・ポカポカ陽気のあおぞらのもと、干潟に打ち上げられたプラスチックごみを回収する。

・大量のペットボトル、網、ロープ、お菓子の包装や洗剤容器などもありました。
・中でもテグスは鳥たちに絡まって被害が大きいそうです。
・またたく間に、70Lの大きなごみ袋が何十袋も満杯に。
・プラスチックは私たちの生活に欠かすことができない便利なものですが、使い終わった後、
正しく分別することが大事であると、つくづく感じました。
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３．部会活動

・ エコライフ部会

・ 環境教育・啓発部会

・ 環境に配慮した企業部会

・ 生物多様性部会

・ 事務局関係
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エ コ ラ イ フ 部 会

〇大阪市におけるレジ袋削減に関する協定
ー 市環境局、事業者、エコライフ部会、環境教育・啓発部会との協働 ー

（趣旨） ・ マイバッグの持参によるレジ袋削減のため、事業者、市民団体（なにわエコ会議）との３者によ
る「レジ袋削減協定」を締結する。
（ 2019.6 : 14事業者と締結 2020. 6 : 京阪百貨店と締結 2020.12 : 大丸松坂屋百貨店と締

結）
（目標） マイバッグ持参率又はレジ袋辞退率 ７０パーセント以上

大阪エコバッグ運動（エコバッグを常に携帯する運動）の推進

👉 2020年度マイバッグキャンペーン（締結スーパー等の店頭における啓発活動）は、コロナ禍のため中止

協定締結事業者：１６事業者 （五十音順）

■イオンリテール（株）近畿カンパニー ■イズミヤ（株）
■（株）イトーヨーカ堂 ■（株）エーコープ近畿
■（生協）おおさかパルコープ ■カナート（株）
■（株）関西スーパーマーケット ■(株)京阪百貨店
■（株）光洋 ■（株）コクミン ■（株）ダイエー
■（株）大丸松坂屋百貨店 ■（株）阪急オアシス
■（株）平和堂 ■（株）マルヤス
■（株）ライフコーポレーション

（前レジ袋削減協定締結事業者：７事業者）
協定締結式（2019.6.7）
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〇 🈟咲洲こども EXPO ２０２０ （11/7・8 ATCさきしまコスモタワー） （参加者：450名以上）
～THINK SDGｓ 笑顔がつながる、未来をつくる～

（主催） 咲洲こどもEXPO実行委員会（ATC）
（エコライフ部会、環境教育・啓発部会、生物多様性部会の協働出展）

（出展内容） ①食べ残しNOゲームの体験会 （協力：NPO法人 Deep People）
②副読本「おおさか環境科」の展示
③ 「プラスチックごみによる汚染」
④自然工作
⑤河川水生生物の標本・パネル展示及び解説

👉 ・ 水生生物の展示は大人にも子どもにも大人気。（２日間で４５０人以上の来展）

・非常に興味を示した小学生が、すべての展示品及びパネルの写真撮影をしていました。
・木の枝などを生かしたクラフトが作れる自然工作も人気がありました。
・ 食べ残しNOゲームを通じて、たくさんのファミリーに食品ロスについて、考えていただきました。
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〇 🈟 第１回エコライフセミナー 「プラスチックごみと野鳥の関係」
～野鳥園でのごみ拾いと野鳥観察～

（12/6南港野鳥園） （参加者 １２名）

（エコライフ部会・生物多様性部会との協働）
（協力） NPO法人南港ウェットランドグループ

①海浜プラスチックごみ拾い（北池）
②プラスチックごみについてのおはなし

（講師：和田太一氏：NPO法人南港ウェットランドグループ）
③野鳥観察 （講師：NPO法人南港ウェットランドの皆さん）

👉 ・天候に恵まれ、南港野鳥園北池でのプラスチックごみ拾いを行ったが、多くの

多種多様なプラスチックごみにびっくりでした。
・この自然を守るため、私たちにできることは、まず「ごみはごみ箱へ」、また、
買い物の際に過剰包装のものを買わないなども、日々の取り組めることの
一つと分かりました。
・野鳥観察では、日頃目にしたことがない、多くの鳥を見ることができました。

協力：
大阪市食生活改善推進協議会 ・（公社）大阪市ひとり家庭福祉連合
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第1回エコライフセミナー 「プラスチックごみと野鳥の関係」

野鳥観察

プラごみの分析

私たちの捨てたプラごみと野鳥

プラごみ拾い
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〇 🈟 第2回エコライフセミナー 「災害に備えるポリ袋クッキング講座」
（3/20 マクドナルド住之江トイザラス店）

（参加者 １６名）

（協力） 住之江区社会福祉協議会、NPO法人エコサイクルネットワーク

〇 「カセットコンロとお鍋一つでご飯をつくろう！」 ー親子どんぶりと蒸しパンー
・災害時に電気・水道・ガスが止まっても、暖かい食事が食べられる方法が、
ポリ袋クッキングです。
・耐熱性のポリ袋に食材を入れ、袋のままで湯煎すれば、一つの鍋の湯で
何種類の調理ができます。（温暖化への「適応」の一つ、災害への備え）

（講師 ： 児玉 敏子氏 NPO法人エコサイクルネットワーク代表理事）

※緊急事態宣言解除後に日程調整のため、開催日が前後しています。

協力：
大阪市食生活改善推進協議会 ・（公社）大阪市ひとり家庭福祉連合

蒸しパン（手前）、米を湯煎中 出来上がり（左：蒸しパン，親子丼）

【材料】
・カセットコンロ ・水 ・米
・焼き鳥缶詰 ・卵 ・ネギ
・ホットケーキミックス

美味しくいただきました
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〇 🈟 第3回エコライフセミナー 「災害に備えるスマホのアプリ活用方法」
（3/17 住之江区社会福祉協議会） （参加者 １５名）

（共催） 住之江区社会福祉協議会

■ 温暖化適応の一つ、災害に備える一環として、スマホやアプリをもっと活用しよう！！
例えば、勤務先や外出先で、避難を検討する際に、使えるアプリなど。
（講師 ：吉田 恵子氏 パソコンボランティアWING講師）

■ 参加者：社会福祉協議会やまちづくりセンターのスタッフなど、地域の支援をされる方

👉 とてもわかりやすく、役立つセミナーだったと好評でした。

※緊急事態宣言解除後に日程調整のため、開催日が前後しています。
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環境教育・啓発部会

〇大阪市におけるレジ袋削減に関する協定 ： 再掲
ー市環境局、事業者、エコライフ部会、環境教育・啓発部会との協働 ー

〇 区等他団体主催のイベントに参加・協力（出展）

・ ごみ減量フェスティバル on Web （10/30～11/29） （主催：大阪市環境局）
「 なにわエコ会議の活動紹介 」
・環境ふれあいひろば、なにわエコ会議賞
・エコライフ部会活動
・環境教育・啓発部会活動
・環境に配慮した企業部会活動
・生物多様性部会活動
・エコ会議と大阪市と事業者がレジ袋削減協定を結びました

・ ECO縁日2020オンライン開催 （10/30～11/30） （主催：大阪市環境局）
（開催場所 ） 「なにわエコスタイル」
「 環境ふれあいひろば 」 「 おおさか環境科講座 」
「 なにわエコ会議紹介：EA21スクール・マイバッグキャンペーン・ECO縁日」



２０２０年度 なにわエコ会議 26

〇 研修会「食品ロスについて考える～環境への取組み～」 （10/7 北区・愛光会館）
（参加者３０名）

（主催：なにわエコ会議、（公財）大阪市ひとり親家庭福祉連合会）
（環境教育・啓発部会、エコライフ部会との協働）

👉 ・連合会の地域役員を対象に、ゲームを通じ、食品ロスについて、子どもたちに理解させた

いことを学んでいただきました。
・大変に熱心に聞いてもらえてよかった。

講義・まとめ
①食品ロスについて
②食品ロスを減らすために、
私たちに何ができるか

食べ残し
NOゲーム
体 験質 問

会場風景
（各地域の
役員が参加）
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〇 「食べ残しNOゲーム」出前講座 （９・１１月） （参加者 １８７名）

（なにわエコ会議 ・大阪環境カウンセラー協会 ・大阪市立小学校２校との協働）

■ 令和２年度 「理科特別授業」として実施
・「食べ残しNOゲーム（小学生が考えたカードゲーム）」や講義を通して、食品ロス
を分かりやすく学び、その後、自分は何ができるかを、友達と意見を交わしなが
らまとめ、グループごとに発表する。
・野田小学校、山之内小学校には、興味を示された大阪市教育委員会が視察に
来られました。いい評価を受けました。
・コロナ対策（マスク、フェースシールド、手袋等）を実施した。

■ 参加校と実施回数、受講児童数 ■ 授業の流れ

学校名 回数 受講児童数

野田小 [ 5年生 ] (9/28・30) ３ １０７

山之内小 [ 6年生] (11/10/13) ３ ８０

① 挨拶、スタッフ紹介
② ゲームの説明・練習・本番
③ 講 義（食品ロス：谷美也子氏）
④ グループディスカッション

「食品ロスを減らすために、
私たちは何ができるか？」

⑤ グループで出た意見を交流
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アンケート調査結果

17%

18%

43%

22%

今日の授業で分かったこと

SDGｓ

消費期限と賞味期限

日本の食品ロスの多さ

途上国の食糧難

13%

12%

24%24%

27%

自分は何ができますか

過剰除去しない（食べられる

ところは食べる）

好き嫌いをなくす

食べられる量だけ注文する

余計なものを買わない

食べ残しをしない

（その他の意見：自分は何ができるか）

・ 食べられない時は、食べられる人に食べ
てもらう
・給食をやめて弁当にする
・余ったら次の日に食べる

（その他の意見：今日の授業で分かったこと）
・ 地球の人口が増えていること
・WFPのこと

11%

24%

65%

ゲームについて

難しかった

まあまあ

楽しかった

(n=187)

(n=187 複数回答可)

(N=187 複数回答可)
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👉 ・ 最初、ゲームに戸惑った様子だったが、すぐ理解でき楽しくできた。
・食品ロスに関して知識としては、理解できているようであったが、具体例を出すことについて
苦労しているようだった。

・ グループで話し合う活動は良くできていた。
・内容の事前打ち合わせ、実施会場の下見、持参機材が学校機器と合うかのチェックを
事前にしておいたので、スムーズに授業には入れた。
・食品ロスや食べ残しに対する児童の関心度は高かった。

スタッフ一同
（コロナ対策）

ゲームの説明中

考え中

おはなし
まとめ
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環境に配慮した企業部会

〇 エコアクション２１スクール（参加者 第１スクール：１０社 第２スクール：８社）

・ エコアクション２１（環境省策定の環境経営システム）の認証取得及びレベル
アップのための4日間のスクール（集合勉強会）です。
□ 第１スクール 6/10,  7/8,  8/5,  9/9
□ 第２スクール 10/7,  11/11,  12/9,  1/13

👉 エコアクション２１認証取得を目指して参加した方、レベルアップのために

参加された方、それぞれですが、皆さま熱心に受講されていました。

オンラインスクール
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〇 ２０２０年度 CO2削減コンペ・プラスチックごみ削減コンペ
（共催 ：大阪市環境局 協力 ：大阪市環境経営推進協議会）

• 地球温暖化の緩和との削減への事業者の取組として、「CO2削減コンペ」と「プラごみ削減コンペ」
を実施し、自主的積極的な推進を期待するとともに、優秀な事業者を表彰しました。

・取組期間 ： 2020年7月～9月（3か月間）
・応募事業者 ： ３６事業所
・審査会 ： 2021年1月12日 （オンライン審査会）
・結 果 ：次 表（大賞、優秀賞 ：大阪市長、なにわエコ会議会長の連名表彰） ： ２事業所

（優良賞～プラごみ削減努力賞 ：なにわエコ会議会長表彰） ： １１事業所

・表彰式： 2021年3月17日（おおさかATCグリーンエコプラザ）

・セミナー（Zoomによるオンラインセミナー） （参加者 30名 オンライン参加者 １１名）
(1) 「中小企業のCO2削減対策」

講師 ：中田進久氏 （CO2削減ポテンシャル診断機関）
(2) 「取り組み事例紹介」 （コンペ受賞事業者）

① 梅南鋼材株式会社 藤井氏
② イケア・ジャパン株式会社 IKEA鶴浜 小林氏

👉 全二酸化炭素排出量の削減量 ： 429 ton – CO2 / 3ヶ月・36事業所
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表 彰 名 事 業 所 名 コ メ ン ト

大賞 梅南鋼材株式会社
機械稼働率・生産性の数値化によりムリムダムラを除き環境負荷の削減並びにファイバーレーザー導入による生産性の向上、電力使用
量、CO2排出量の削減

優秀賞 イケア・ジャパン株式会社IKEA鶴浜
太陽光発電の採用（自家消費）並びに100%再生可能エネルギーの購入によるCO2排出ゼロ達成、マイボトル使用推進や無料給水スポット
の設置によるプラスチックごみの削減

優良賞

西岡化研株式会社
新社屋建設時に断熱性能の高いサッシやペアガラス、外付けブラインドを採用し電力使用量、CO2排出量の削減並びに紙製ストローの採用
によるプラスチックごみの削減

中央精機株式会社
加工時間短縮、空調装置フィルター清掃、エア漏れ点検、待機電力削減による電力使用量及びCO２排出量の削減並びに紙製ストローの採
用によるプラスチックごみの削減

努力賞

クレバー産業株式会社 デマンドの適正な目標設定及び全社電力削減手順書の作成、遵守、実施並びに3ヶ月ごとに社員全体が集まり活動報告の実施

株式会社ミューバック・オザキ
空調装置について効率の高いものに更新、LED照明の採用、全社的に勤務時間調整や残業体制の積極的見直しなどによる電力使用量、
CO2排出量の削減

株式会社ユニテック
電力使用量に関して稼働状況により大きく変動する中、不要照明消灯、OA機器の省電力設定などを行い、電力使用量、CO2排出量の削減
（CO2削減率 １位）

株式会社TECNES
空調装置の清掃、設定温度の適正化による電力使用量、CO2排出量の削減並びに手書きエコポスターの作成による社内でのCO2排出量
の削減及びプラスチックごみ削減への意識向上

三和鍍金工業株式会社
使用年数経過のポンプやモーターの取り替え、消耗品のチェック強化と早めの交換、スポットクーラー部分に断熱シート使用による夏場の
熱がこもらないよう、冬場は熱が逃げないようにしたことなどによる電力使用量及びCO2排出量の削減

プラスチックごみ
削減努力賞

株式会社マテックス プラスチック切削の生産プロセスの見直しによる不良率低下によるプラスチックごみ削減

株式会社GLOBAL FLAT 天然素材（カヤツリグサ）を使用したオーガニックストローによりプラスチックごみ削減

株式会社コースト 制作時にリサイクル性の高いPET樹脂をメインに使用することによるプラスチックごみの削減

日本磨帯鋼株式会社 プラスチックごみの弊害、地球環境への悪影響を周知、削減のためのあらゆる行動、実行への取組み

令和2年度 なにわエコ会議 CO2削減・プラスチックごみ削減コンぺ表彰者一覧表
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受賞者の皆様 おめでとうございます！
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セミナー 「中小企業の省エネ対策と補助金」 セミナー講師 ： 中田進久氏

事例発表：梅南鋼材(株) 藤井氏 事例発表：イケア・ジャパン(株)IKEA鶴浜小林氏
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生物多様性部会

〇 🈟図書館での水生生物標本展示・講演会
（なにわエコ会議・大阪市立５図書館との協働）

（内容） 大阪市内５図書館において、子どもなどの来場者に水生生物
の標本展示と講演を行い、水生生物の多様性を伝える。

・ ケース展示 「川がすき ー生物の標本と写真ー 」
・講演会 「川とむしのおはなし 」
・ 関連展示 「自然に親しむ本 」 （浪速図書館）

「水生生物の世界」 （都島図書館）

（図書館別展示・講演会日程）

図書館名 展 示 講演会

浪速区 7/17 ～ 8/19 8月8日（土）

旭区 8/21 ～ 9/16 ー

東淀川区 9/18 ～ 10/14 中止

淀川区 11/20 ～ 12/16 ー

都島区 2/2 ～ 2/28 2月13日（土）
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👉 ・ 1時間少々の講演でしたが、子どもも大人も熱心に聴いていただき、質問も数件ありました。
・水生生物が虫を食べることなどに驚かれたようです。
・通常ならば、標本等を手に取って観察してもらいますが、今回は新型コロナ感染拡大防止のため、間近で説明できない
のが残念でした。
・ケース展示も大変好評で、夏にぴったりな講座を開催することができ、喜ばしく感じています。
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アンケート調査結果

【展示についての感想】

● なかなか見れない蛍やヤゴが見れて懐か
しい思いがした。

● 水で生活する生物の数の多さに驚いた。

● わかりやすい解説、子どもを連れてくれば
よかった。

● 実物が見れて良かった。

● 大変貴重な生物の展示、ありがとうござい
ました。子供の頃は、トンボもオニヤンマ
も普通に飛んでいたのに、今や全く見ら
られない。農薬のせいでしょうか。人間に
も悪影響があるのに、便利に使っている
事が多くて、考えさせられる展示でした。

● 水生生物の美しさが印象的でした。

● 面白く、いい勉強ができました。また、お
願いします。

● もっと広く、また、花や花の種の展示を。

（ n = 22 ）

8

4

9

生物多様性を知っていますか？

知っている

聞いたことがある

知らない

（ n = 21 ）

18

0

3

1

水生生物展示はどうでした？

面白かった

面白くなかった

どちらともいえない

その他

3

11

7

生物多様性を守るため

なにか行動していますか？

している

していない

分からない

（ n = 21 ）

【具体的にどんなことをしていますか】

■ 薬剤の使用をなるべく控える（洗剤等）

■ 油を排水溝に流さない

■ カレー等の皿を紙で拭いてから洗う

■ お風呂の残り湯を洗濯に使う

■ 環境を汚さない取組を行っている
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〇生物多様性の保全に向けたネットワーク会議への参画 （オンライン開催：10/14 11/16 2/19）

・ 「小学校の生き物さがし」報告 （レッドリスト掲載種・外来種が確認される）
・ 参加団体の活動報告
・ 意見交換

〇イベントへの参加・出展・調査

①環境ふれあいひろば in 住之江（3/27） 「かわだいすき（川の生き物を見よう）」 ： 再掲

②咲洲こどもEXPO2020（11/7 , 8） 「河川水生生物の標本・パネル展示及び解説」 ：再掲
👉 水生生物の展示は大人にも子どもにも大人気。（２日間で４５０人以上の来展）

③第1回エコライフセミナー 「プラスチックごみと野鳥の関係」 ～野鳥園でのごみ拾いと野鳥観察～ ：再掲
（エコライフ部会との協働）

④🈟箕面川水生生物観察会（8/30）
「なにわ子ども育成会」主催の「川遊びをしながらの水生生物の観察」に参加し、水生生物の説明を行った。
👉 生物の種類数、個体数とも増水のせいか少なかった。しかし、かなり育った稚子を抱えたサワガニが

採取され、参加者に説明ができた。

⑤🈟 「楽しい水辺教室 in 柴島干潟」（9/19） 主催：大阪市環境局
今後の活動の可能性を学ぶため、干潟における生き物散策、水質調査、説明等を視察した。
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事務局関係

【コロナ禍の影響などにより、休止した活動】
● 大阪市こどもカーニバル ● 天神祭ごみゼロ大作戦 ● 「夏休み自由研究 おおさか環境科」出前講座
● 鶴見区民まつり ● 愛光フェスティバル ● 下水道展 ● 戸別訪問相談（省エネなど）
● 淀川又は大和川河口域の水生生物等観察会 ● 鶴見緑地公園における野鳥観察及び水生生物観察会
● マイバッグキャンペーン

〇新型コロナウィルス感染拡大予防ガイドライン（概要）：なにわエコ会議

本ガイドラインは、なにわエコ会議活動の実施に当たり、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、講ずべき具体
的な取組みを整理したものであります。
今後の感染症対策については、国や大阪府・市の動きを踏まえ、対応していきます。

(1) 基本的な取組み
① 「3つの蜜」の回避 ②身体的距離の確保 ③マスクの着用 ④参加者情報の把握 ⑤開催自粛の検討

(2) イベント実施前の取組み
・オンライン講座の検討 ・施設管理者との事前調整 ・参加者名簿,追跡システムへの登録 ・会場設営の工夫など

(3) 実施当日の取組み
・健康状況、マスクの確認、手指消毒液の設置、追跡システムの案内、フェースシールド装着、物品の消毒など

(4) 感染が疑われる者が発生した場合の対応
・施設管理者,保健所などの連絡体制、別室隔離、換気、対応担当者の対策など

(5) 準備する物品
・消毒液 ・マスク（予備） ・フェースシールド ・手袋 ・非接触型体温計 ・参加者名簿など
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〇 ネットワーク会議等への参画

■ おおさか環境ネットワーク会議 （大阪市） ： 事務局
・市内を活動拠点とする活動団体間のネットワークを拡充するとともに、活動の場を提供するなど各団体の活動の
活性化を図る。（オンライン開催）
・例 ： ECO縁日（オンライン開催）への出展など

■ 生物多様性保全に向けたネットワーク会議 （大阪市） ： 生物多様性部会長
・生物多様性に関連する様々な主体（市民、環境NGO/NPO、民間事業者、研究機関、教育機関、行政）が集い、
情報を共有し、つながりを拡げ、強める。（オンライン開催：10/14 11/16 2/19）
・例 ：小学校の生き物さがし報告（レッドリスト掲載種・外来種を確認される）、参加団体の活動報告

■ おおさか環境科教材編集員会 （大阪市） ： 事務局長
・環境教育の取組みを一層推進するため、小・中学校における教材「おおさか環境科（副読本）」を編纂するため、
「おおさか環境科教材編集委員会」を開催し、毎年、内容の充実、更新を図る。（書面開催：7/18、9/20、12/18）
・なにわエコ会議 ：編集委員の派遣並びに出前講座メニューの提供など
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令和2年度気候変動アクション環境大臣表彰受賞 ：ガールスカウト大阪府第54団

• なにわエコ会議の構成団体である「ガールスカウ大阪府第５４団」が、「はーとの種
で緑を増やし、住みやすい街で地球に優しい生活をしよう」に対して、令和2年度気
候変動アクションユースアワード分野の環境大臣表彰を受賞されました。

（受賞内容）
「街に緑が増え、みんなが気持ちよく暮らせ
るような社会になる」をビジョンに、毎年暑く
なっている大阪にすみ、子どもたちが気付
いたことから、自分たちにできることを考え、
少女たちだけでなく、地域の人たちも巻き
込み、また、ガールスカウトの絆を通して、
日本各地でも種を渡し緑を増やし、少しでも
みんなが気持ちよく暮らせるように取組んで
います。

第２１回グリーン購入大賞「グリーン購入推進自治体特別賞」受賞：大阪市
• グリーン購入の普及促進のため、「グリーン購入ネットワーク」では、独自に、優れた取
組を行っている地方公共団体を表彰する「グリーン購入自治体特別賞」を設置し、この
度、高く評価された大阪市が受賞されました。

〇表彰関係

出典：環境省
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２０２０年度 大阪市環境表彰受賞

■ 谷 美也子氏（なにわエコ会議環境教育・啓発部会）
（受賞理由） 環境省登録の環境カウンセラー及び「大阪環境カウンセラー協会」の

会員として長年にわたり積極的に環境に関する普及啓発活動に取り
組まれています。
なにわエコ会議では、小学校で理科特別講座「食べ残しNOゲーム」
を実施、市民向けの講座やイベント等では、障がい者スタッフの起用
や高齢者向けの環境教室を開催するなど、誰一人取り残さない社会
の実現をめざすSDGｓの概念を早くから取り入れ実践されています。

■ 大阪市食生活改善推進員協議会（なにわエコ会議監事）
（受賞理由） ４０年以上にわたる地域での食育や食生活を中心とした普及

啓発活動を実践されています。
食品ロス削減の取組みとして環境に配慮した調理方法を伝
えるだけでなく、食材やエネルギーを無駄にせず、水を汚さ
ない等の工夫や、生ごみを減らすための買い物から調理、
食事、後片付けまでの一連の流れを通して実践するエコ活動
に取組まれ、地域住民の方への普及啓発活動や情報提供
を積極的に実践されています。
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会 員 数 （２０２１年３月末現在）

２０１９年度 ２０２０年度

個人会員 ３５ ３６

団体、NGO/NPO ９ ９

事業者団体 ９ １０

合 計 ５３ ５５

エコパートナー会員の状況




